
1 はじめに

　財団法人　道路新産業開発機構は、
平成 21 年 8 月より民間企業を始めと
する各種団体に参加を頂き、ITS スポ
ット通信の普及促進と新しいビジネス
展開を図るため、「DSRCサービス連
絡会」を立ち上げ、ITS スポット通信
を利用した決済サービスに関する検討
を進めてきた。
　当該連絡会では、国土交通省国土技
術政策研究所が主体となり、ITS スポ
ット通信を利用した車利用型EMV決
済（駐車場決済サービス）に関する実
証実験が行われている。
　また、ITS スポット通信を利用した
サービスは、国土交通省が高速道路上
を中心に約 1630 箇所の ITS スポット

を整備し、広範囲のルートガイダンス
や安全運転支援などといったサービス
が開始されており、ITS 車載器の普及
に向けた通信サービスの普及促進活動
が展開されている。
　本稿では、日本マクドナルド株式会
社の協力のもと、財団法人道路新産業
開発機構と民間企業 25 社によるドラ
イブスルー・サービス（カーナビゲー
ションによる注文、ICクレジットカ
ードによる決済）の実現を目指した
「ITS スポット通信を利用したドライ
ブスルー実証実験」ついて、その概要
を紹介する。

2 ドライブスルー・サービスの将来像
（スマート・ドライブスルーとは）

　当該実証実験で実現を目指す「スマ
ート・ドライブスルー」とは、ITS 車

載器の有するDSRCを利用した「事
前注文登録」、「広告配信」、「注文確定」、
「ICクレジットカード決済」機能を用
いたドライブスルー・サービスの高度
化のことである（図 1参照）。
　これにより、利用者は店舗外に設置
された ITS スポットで事前に「注文
情報を登録」できるとともに、店舗で
は車両内で「注文確定」「決済」を行
うことができる。
※DSRCとは、路車間通信に使用される 5.8GHz
帯狭域通信方式（QPSK方式）のこと

3 ドライブスルー実証実験の概要

　前述したスマート・ドライブスルー
の実現を目指し、技術面（サービス提
供に必要な機器・システムの動作確
認）、サービス面（HMI の評価）を中
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図 1　スマート・ドライブスルーのイメージ
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心に日本マクドナルドの既存店舗で実
証実験を実施した。
　実証実験では、サービス提供に必要
な機器を店舗へ持込み、実際のドライ
ブスルーレーンに ITS スポットを設
置することで、本格運用時に近い現実
的な環境での実験を実現した。

（１）　実証実験の目的

　当該実証実験では、以下のコンセプ
トを掲げ、サービス利用者、及びサー
ビス提供事業者（日本マクドナルド）
の両者にサービスの有用性を確認する
ことを目指す。
【実証実験のコンセプト】

①世界初、カーナビゲーションによる

メニュー注文などのドライブスルー

実証を体験

②普段お使いのクレジットカードを車

載器に挿入することにより、ハンズ

フリーでキャッシュレス決済サービ

スが可能

③路車間無線通信技術により、広告、

注文、決済などドライブスルー業務

の効率化を実現

（２）実証実験の実施概要

　実証実験は、以下の日時、内容で実
施した。
　また、実験に必要な機器、ICクレジ
ットカードをはじめとする全ての機材、
人員、商品などを共同研究に参画いた
だいている民間企業の協力を頂いた。

【実証実験の実施概要】

・日時： 2012年 3 月 5 日（月 ）～ 3月16
日（金）のうち、平日の10日間

・場所： マクドナルド「つくば研究学
園店」

・内容：
①商品やキャンペーン情報のカーナ
ビゲーション画面への配信
②メニュー選択画面をカーナビゲー
ション画面に表示し、画面上でオ
ーダー入力
③店舗の「オーダーボード」の位置
で、カーナビゲーションにより入
力済みのオーダー情報の店内への
取り込み
④カーナビゲーション画面と ITS
を利用したクレジットカード決済

・共同研究参画：27 社
（自動車メーカー、カーナビゲーシ
ョン会社、決済金融機関など）

　実証実験では、将来的に店舗外（街
なか）へ設置予定の ITS スポットを
暫定的に店舗内の駐車場へ設置するこ
とで、スマート・ドライブスルーの一
連の流れを実現した。

図 2　実験の様子
（上：注文確定、下：ナビ画面）

図 3　実証実験の実施工程（左：車両の流れ、右：スポットごとの工程）
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 （３）実証実験のシステム構成

　「スマート・ドライブスルー」の実
現には、DSRCを実装する ITS スポ
ットをはじめ、データ管理のサーバ等、
各種機器が必要となる（図 4参照）。
　また、「事前注文登録」では、実際
の店舗で購入する際と遜色なく商品を
選択できるよう、実際の商品、価格、
おすすめ商品を選択できるよう、コン
テンツ製作を行った（図 5参照）。

（４）実証実験の評価

　３章で述べた通り、実証実験では主
に「技術面」「サービス面」を中心に
評価、検証を行った。
①技術面の評価

　技術面では、ITS 車載器のナビ画
面による動作確認により検証し、全
ての動作で問題ないことを確認した。
②サービス面の評価

　サービス面では、所要時間の計測、
及びサービス利用者へのアンケート
調査を実施した。所要時間では、「事

表 1　技術面の検証項目　一覧

図 4　実証実験のシステム構成図（機器の構成）
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図 5　配信コンテンツ例（事前注文登録）
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前注文登録」に平均約 2分、「決済」
に平均約 8秒を要した。
　アンケート調査の結果では、サービ
ス全体に対して 98％の方に「便利に
なる」、サービス時間に対して約 83％
の方に「早くなる」と評価頂いた。ま
た、本格導入した場合には、ほぼ全て
の方が利用を希望するとともに、その
内の約 70％の方はマクドナルドの利
用頻度が増加すると回答を頂いた。
③評価のまとめ

　評価の結果、「スマート・ドライブ
スルー」の実現に向け、技術面の課
題は問題のないことを確認できた。

　また、サービス面では「注文確定」
から「決済」「商品受取」といった一
連の工程の所要時間を大幅に短縮で
きる可能性があることを確認できた。
　更に利用者評価では、利便性が高
いことを実感していただくとともに、
当該サービスに対する期待が高いこ
とを確認できた。

4 おわりに（今後の展望）

　当該実証実験では、ファーストフー
ド店のドライブスルーにおける「事前
注文登録」、「広告配信」、「注文確定」、
「ICクレジットカード決済」を本格運

用時に近い現実的なシステム構成に基
づき実施し、ITS 車載器・路側無線装
置・センターサーバ等の各種機器、及
びコンテンツは技術的に問題ないこと
を確認した。
　当該結果を踏まえ、今後は「カーナ
ビゲーションによる事前注文」や「IC
クレジットカードによる決済」など
様々なサービスが出来る ITS 車載器
を一日も早く市販して欲しいものであ
る。これにより、①ドライブスルーに
おけるビジネスモデルの構築、② ITS
スポット通信による民間利用の促進等
の問題が解決され、日本マクドナルド
を始めとするドライブスルー・サービ
スを取扱う多種多様な業種で、高度化
されたドライブスルーが実現できる環
境を目指したい。
　そして、一刻も早い「街なかで高齢
者、女性などに優しい便利で快適な車
利用環境の整備」が出来ることを願う
ものである。

図 7　アンケート調査結果（左：本格導入時の利用意向、右：利用頻度の変化）

図 6　アンケート調査結果（左：工程別評価、右：総合評価（上：サービス全体、下：サービス時間））

表 2　所要時間の計測結果
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